
 
今回は 社会連携セミナー さくら塾 について報告します。 

◇ 航空工学基礎講座を開催しました！                              

日 時： ２０２２年２月１２日（土）１３：００ ～ １６：００ 

場 所： 関高等学校 

講 師： 舘 弘士 氏  元航空自衛官 元本校数学科教諭 

内 容： ・航空工学の基礎講座 

     ・エクセルを活用した航空機の運動方程式の演習 

参加者： 地域研究部員３名 （２年次生・理系コース選択者） 

 

研究の経緯： 現在、地域研究部では、関市内にあった大戦末期の秘匿飛行場の研究を行っ

ています。残された記録の調査に加え、現地に残る遺構の踏査や測量、地質調査、当時を知

る高齢者からの聞き取りを行い、以下のコンクールに出場し成果を収めています。研究は今

後も継続し、次年度も研究発表を行う予定です。 

＜今年度の成果＞ 

 ・全国高等学校文化連盟総合文化祭岐阜県大会地域研究部門 最優秀賞 

 ・全校高校生歴史文化フォーラム（主催・徳島県立鳥居龍蔵記念博物館） 優秀賞 

   ※２月２７日 優秀賞受賞５作品による発表大会が開催予定 

＜次年度の計画＞ 

 ・日本考古学協会総会高校生ポスターセッション（早稲田大学） 参加予定 

 ・全国高等学校郷土文化研究大会（神奈川県） 県代表として参加予定 

 

今回の目的： 飛行場跡地に残る滑走路跡は、推定で長さ２キロ程度です。大半が農地であ

り、往時の姿を比較的とどめていると考えられます。高齢者からの聞き取りによれば、未舗

装の滑走路から土煙をたて、陸軍機が離陸したとのことでした。 

今回、当時の飛行場の様相を、より実証的な手法で考察をするため、元航空自衛官であり、

数学科教諭として本校で教壇に立っていた舘弘士先生にお願いし、上記の要領でセミナーを

開講することにしました。 

 

◇ 当日の様子（舘先生よりのレポート）                              

 この講座を開くきっかけは、関高校地域研究部の案内で、関飛行場の遺構を見学していた

ときに出た、「関飛行場は航空機にとってどういう飛行場だったのか」という疑問からでした。

関飛行場はカナクズ山のすぐ脇に存在し、関市から眺めると丘の上にある飛行場です。斜度

もありそうで、指揮系統が混乱した大戦末期に十分な調査もなく、急ごしらえで設置された

飛行場ではないかという印象をもちまし

た。 

航空工学の観点からの話をしていると、

地域研究部で取り組んでいる関飛行場の

研究に取りいれてみたいという話となり、

やる気のある生徒３人が基礎講座を受講

することになりました。 

 

１限目 航空工学入門 

本講座の課題は、航空機にとってどうい
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う飛行場だったかという疑問に答えることです。そのために、まずは丘陵地に設置された飛

行場の斜度が離陸距離に与える影響について検討することとしました。 

この分野については、幸いにも高校で習う物理の範疇で理解することができます。しかし、

いきなり航空工学の知識もなしに正しく理解することは困難なため、最初に前掲図のとおり

航空工学の基礎について話をしました。 

このような話をする機会は今までにもありましたが、今回はできる限り数式を使って説明

することにこだわりました。よく、「数式を使わずに○○を理解する本」等がありますが、３

人の生徒は工学部志望であり、数学や物理学を学び、将来はそれらを使って活躍することに

なります。高校で学ぶ数学や物理はどうしても問題を解くことに終始してしまいがちですが、

今勉強していることの延長線上に、科学技術への応用があることを意識してほしいと思い、

できる限り数式で説明するように心がけました。普段使い慣れているはずの簡単な数式ばか

りですが、慣れない設定や工学特有の大胆な近似に最初は予想以上に苦しんでいました。 

また離着陸理論とは関係ありませんが、航空工学で一般によく知られている事柄が、航空

工学的な見地から見るといかに間違って誤解されているかについても話をしました。 

 

２限目 離着陸理論 

 本授業の講演は、丘陵地に設置された飛

行場の斜度が離陸距離に与える影響につい

て理解することであることから、米空軍の

テストパイロットスクールでも教えられて

いる手法について解説しました。高度な手

法のように見えますが、高校の物理で十分

に理解できる内容です。 

２限目の講義では、生徒も考え方に慣れ

てきたため、自分で考えて立式し、解を求

めることができるようになりました。そして最後に演習問題として、三菱零式戦闘機（以下

ゼロ戦）を事例に、航空機が斜度のある飛行場を離陸する場合に、離陸に要する距離がどの

ようになるかを、演習により求めることができました。 

 以上の内容で、本講座の目標は達成ですが、せっかくの機会ですので、より高度な解析手

法についても挑戦しました。より厳密な条件で運動方程式を導き、運動方程式を離散化して

その近似解を求めるものです。 

文章化すると大げさな印象をもちますが、そういった概念は表に出さず、エクセルを用い

て直感的に解をもとめます。題材には、ゼロ戦に関して公開されている情報から、諸係数を

あらかじめ推定したものを用意し、その条件から、生徒は離陸時の運動方程式を導き、解を

求めます。時間の制約上、一緒に解いていく形となりましたが、参加者は解を求めその考え

方について理解することができていました。 

少し大げさな表現になるかもしれませんが、生徒は電子空間の中でゼロ戦を離陸させるこ

とができたのです。 

 

まとめ 

 本講座は自分にとっても、教科横断型で

あり、ICTを活用し、探究的な活動を行う挑

戦の場となりました。 

関高校に勤務している時にも、このよう

な授業に挑戦していましたが、当時はコン

ピュータを使用する環境も限られ、十分な

成果が出せたとは思えません。一方でこの

１０年で、学習環境も、大学入試も大きく変

化し、岐阜県では一人一台タブレットとい



う夢のような環境も整備されました。生徒は、教科書に書いてあることだけでなく、さまざ

まな活動を通して、考える力を身に付けていくことが求められます。また教科書の周辺やそ

の奥にあることを学ぶことによって、教科書に書いてあることも俯瞰できるようになるので

はないでしょうか。 

今回の成果を、自分自身の授業で実践していくのが楽しみです。 

 

◇ 生徒の感想                                

◆今回は貴重な体験ありがとうございました。航空力学という全く未知の分野で不安ばかり

が募っていましたが、館先生の講習のおかげで、今後もさらなる研究に進んでいけます。あ

りがとうございました。 

 

◆今回の講習では、航空力学という新しい知見

を学んで、航空機の飛ぶ時の現象や、面白さを知

ることが出来ました。計算方法や知識を関飛行

場にいかして行きたいと思います。 

 

◆今回の講習では、航空力学という全く知らな

い分野を学びましたが、しっかりと理解するこ

とができました。航空力学に加えて、複雑な関数

をエクセルで計算する方法を学びました。実際

の数値を正確に計算して、関飛行場から戦闘機

や輸送機が飛び立つ様子を数字で表現したいと

思います。 

 

◇ 高校生の探究活動と領域横断型研究                                 

 地域研究部では、昨年２月より、自治体史や戦史の調査、遺跡踏査や遺構測量、地質調査、

高齢者からの聞き取りなど、関飛行場に関する様々な研究を地道に進めてきた。 

今回は、舘弘士先生にお願いし、航空工学やＩＣＴを活用した演習を行った。短い時間で

はあったが、理科や数学、情報の授業で習得した知識を生かしながら、歴史の謎解きに挑む

という、領域横断型の学びを体験することができた。 

郷土史研究として始まった関飛行場の研究は、まだ、研究のほんの入り口に立ったばかり

である。今後は、滑走路における離着陸の様子の解明や、地下壕の掘削土量に関わる推計な

ど、理系分野からのアプローチも進めていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛行場跡踏査の様子。司令部のあったカナク

ズ山（稲辺山）の尾根に残る遺構を調査。 

 


